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群馬パース大学  

2024年度 後期 ｢学生による授業アンケート｣結果について 

 

本学では自己点検･自己評価の一環として、授業改善･教育の質の向上を目的にFD委員会が主体となり全学的に学

生による授業アンケートを実施しています。 

 

(1)対象科目 

本アンケート結果は、2024年度後期に開講された科目 (臨地･臨床実習科目を除く)を対象として実施したもので

す。学科ごとの科目数については以下のとおりです。 

 

【看護学部】 

看護学科42科目(1～3年生) 

 

【保健科学部】 

  看護学科12科目(4年生) 

 

【リハビリテーション学部】 

 理学療法学科59科目・作業療法学科49科目・言語聴覚学科46科目 

 

【医療技術学科】 

  検査技術学科50科目・放射線学科57科目・臨床工学科51科目  

 

(2)実施期間 

2024年11月11日～2025年2月21日 

 

(3)質問項目 

質問項目は、学生による｢授業科目｣への評価(5項目)、｢担当教員｣への評価(8項目)、｢学生自身｣についての評価(6

項目)、の3因子19項目から構成されています。各項目は「1:そう思わない」｢2:あまりそう思わない｣「3:どちら

かというとそう思う｣「4:そう思う」の4段階評定で回答を求めるようになっています(下記参照)。 

 

    1：「授業科目」について 

① この授業のシラバスは各項目についてわかりやすく記載されていた。 

② 興味、学習意欲の持てる授業であった。 

③ 授業の目的・意義を理解できた。 

④ 授業内容は十分に理解することができる難易度であった。 

⑤ 課題の難易度は授業内容に合っていた。 

2：「担当教員」について 

⑥ 教員の授業に対する熱心さが感じられた。 

⑦ 教員の教え方はわかりやすかった。 

⑧ 質問や意見が相談できるよう配慮されていた。 

⑨ 学期を通して学生の理解状況を把握するようにしていた。 

⑩ 講義資料の量は授業内容に伴っていた。 

⑪ 講義資料の配付期間は十分確保されていた。 

⑫ 講義室内の学習環境を良好に保つよう配慮していた。 

⑬ （機材トラブルを除き）板書や映写する資料等の見え方に配慮していた。 

3：「自分自身」について 

⑭ 授業内でわからないことがあれば教員に質問するなど、意欲的に取り組んだ。 

⑮ この授業を受けて知識が深まった。あるいは技術が身についた。 

⑯ 教科書や配付資料、講義動画等を用いて予習復習を行った。 

⑰ シラバスに示されている学習到達目標(身につけるべき知識や技術の獲得など)を達成できた。 

⑱ 総合的に見て、この授業での学びに満足することが出来た。 



⑲ この授業での学びは、今後の学習や将来の仕事などに役立つと思えた。 

      

記述式回答  

この授業形態について、些細なことも含め、建設的で責任ある意見を具体的に記入してください。 

※誹謗中傷するような意見は扱えません。 

 

 

(4)結果表 

1:「授業科目」、2:「担当教員」、3:「自分自身」それぞれの質問項目における回答(｢1：そう思わない｣は 

1点、｢2:あまりそう思わない｣は2点、｢3:どちらかといえばそう思う｣は3点、｢4:そう思う｣は4点)の合計から平均

を算出し、その結果からさらに項目群の平均点を割り出し科目別に記載しています。平均点は最大値を4とし、

最大値に近づくほど望ましい結果となります。 

 

  


